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 今号のわだし、

 〈%鵬%酬筋……カ㎜㈱…カ〈…%蹴甥馴…%…〈z…力馴

 　　　　　民医連新聞発行所:全日本民主医療機関連合会発行人:長瀬文雄

 【2面】総選挙後の運動について
 【3面】9条は宝
 　　　　　　　　　ユン　ピコガム

 　　　国平寺住職・弄碧巖さん
 【4～5面】新型インフルエンザ対
 　　　策

 【6面】ご利用下さいカード(高知)

 民医連の薬剤師がつどう 薬害根絶デー10周年

 「肝炎法」制定、一日も早く

 薬
を
厳
し
く
見
る
"目
と
構
え
"を

 　　一肝炎患者支援のための㌫・二ペノ亮オ

 ⑯藷響繹i 銀座マリオン前の宣伝には、

 全
国
の
薬
剤
師
な
ど
五
〇
人
以
上

 が
参
加
し
た

 　薬害エイズ事件の反省から、厚

 生
労
働
省
の
前
に
「
薬
害
根
絶
の
碑
」

 が
つ
く
ら
れ
て
一
〇
年
。
八
月
二
四
日

 に
は
毎
年
、
薬
害
の
被
害
者
や
支
援
者

 た
ち
が
「
薬
害
を
繰
り
返
す
な
」
と
訴

 え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
薬
害

 根
絶
デ
ー
」
を
前
に
≡
二
日
、
全
日
本

 民
医
連
の
薬
剤
師
た
ち
が
つ
ど
い
を
開

 き
ま
し
た
。
翌
朝
に
は
、
銀
座
マ
リ
オ

 ン
前
で
行
わ
れ
た
薬
害
根
絶
デ
ー
実
行

 委
員
会
の
宣
伝
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
(小
林
裕
子
記
者
)

 「
も
う
、
待
て
な
い
」

 　つどいでは、薬害C型肝炎訴訟
 ・
東
京
原
告
団
の
代
表
、
浅
倉
美
津
子

 さ
ん
が
訴
え
ま
し
た
。
「
ま
だ
治
療
を

 受
け
ら
れ
な
い
多
く
の
人
び
と
が
い
ま

 す
。
一
日
も
早
く
助
け
て
ほ
し
い
」
。

 　
浅
倉
さ
ん
は
、
肝
炎
が
悪
化
し
辛
い

 日
々
を
送
り
ま
し
た
が
、
裁
判
に
立
ち

 上
が
り
、
勝
訴
し
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

 ン
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
副
作
用
を
の

 り
こ
え
、
六
カ
月
で
ウ
イ
ル
ス
が
陰
性

 化しました。

 　薬害肝炎の原告を救済する法律
 が成立したとき、原告以外の患者

 を救うため「一般肝炎対策を促進
 する」との付帯決議も可決され、
 「肝炎法案」で実現するはずでし

 た。しかし、国会の解散によって

 廃案に。三〇万筆集まった署名も
 もう一度集め直しです。

 　ウイルス性肝炎の患者は全国に
 推定三五〇万人。ウイルスに汚染

 された血液製剤や、予防注射の器  具の使い回しが原因でした。薬害

 肝炎全国原告団と患者団体は、
 「待ったなし」の状況にある仲間

 のために、新しい国会での肝炎法
 の成立をめざしています。
 　浅倉さんは「DVD[もう、待

 てない]※を普及し、署名を広げ

 てほしい」と呼びかけました。 薬害は「人災」だ

蜜義
 　片平洌彦さん(東洋大学教授)

 が講演し、「民医連の薬剤師は大
 活躍を」と激励しました。

 　片平教授は「社会医薬福祉学」
 を
提
唱
(社
会
医
学
・
臨
床
薬
理
学
・

 医療福祉論を結合したもの)。そ

 の立場から、医薬品が備えるべき
 条件として「必要性・有効性・安

 全
性
」
を
挙
げ
ま
し
た
。
「
必
要
性
」

 とは「他の手段で治療が可能な場

 合
、
あ
え
て
使
う
必
要
が
あ
る
か
?」

 と
問
う
こ
と
で
す
。

 　
薬
害
は
、
⊥
ハ
○
年
代
「
医
療
機
関
で

 の
長
期
大
量
投
与
」
で
多
発
し
、
八
〇

 年
代
以
降
は
「
治
療
薬
だ
け
で
な
く
造

 影
剤
、
血
液
製
剤
、
移
植
用
硬
膜
、
抗

 ガン剤などでも顕在化し、多様化

 している」と指摘しました。 　薬害は「人災」。製薬企業と国

 が「経済」優先でなく、「安全」を

 優先するよう、医療従事者と国民

 が
被
害
者
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ

 る
、
と
強
調
し
ま
し
た
。

 各
地
で
薬
害
根
絶
に
と
り
く
む

 東
京
の
宮
地
典
子
さ
ん
は
「
東
京
・

 薬
害
イ
レ
ッ
サ
三
多
摩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 の
と
り
く
み
」
を
報
告
し
ま
し
た
。

 　
七
八
七
人
が
死
亡
し
た
イ
レ
ッ
サ
、

 そ
の
被
告
メ
ー
カ
ー
が
「
使
用
さ
れ
る

 中
で
薬
は
育
つ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と

 を
批
判
。
新
薬
は
「
仮
免
許
」
で
使
わ

 れ
て
い
る
、
そ
の
危
険
を
認
識
し
、
議

 論
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

 　
千
葉
の
上
條
舞
衣
子
さ
ん
は
「
千
葉

 民医連での薬害へのとりくみ」を

 報告。〇五年に薬害問題委員会を
 つ
く
り
、
裁
判
傍
聴
や
集
会
・
宜
伝
へ

 の
参
加
、
薬
学
生
へ
の
働
き
か
け
、
ニ

 ュ
ー
ス
発
行
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

 　
京
都
の
中
園
千
春
さ
ん
は
「
薬
害
イ

 レ
ッ
サ
裁
判
支
援
へ
の
と
り
く
み
」
を

 報
告
。
イ
レ
ッ
サ
問
題
の
認
知
度
調
査

 や
ニ
ュ
ー
ス
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 　
参
加
者
ら
は
「
他
の
職
種
に
広
げ
る

 に
は
」
「
薬
学
生
と
と
も
に
会
を
つ
く

 り
た
い
」
な
ど
、
今
後
に
向
け
た
意
見

 を
出
し
合
い
ま
し
た
。

 　一〇年経っても薬害は続いてい

 ま
す
。
「
薬
」
は
治
療
に
役
立
つ
生
理

 活
性
を
も
つ
一
面
、
企
業
利
益
と
か
か

 わ
る
商
品
と
い
う
二
面
性
を
も
つ
存

 在
。
そ
の
た
め
危
険
情
報
が
隠
さ
れ
た

 り
、
許
認
可
で
行
政
と
の
癒
着
が
生

 じ
、
薬
害
の
温
床
に
な
っ
て
き
ま
し

 た
。
東
久
保
隆
・
全
日
本
民
医
連
理
事

 は
「
薬
を
厳
し
く
見
る
『
目
と
構
え
』

 を
も
っ
て
い
こ
う
。
薬
害
の
根
を
断
つ

 た
め
動
い
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

 し
た
。

 ※
　
DVDの

お
問
い
合
わ
せ
は
、

 オ
ア
シ
ス
法
律
事
務
所
へ

 (〇
三
-五
三
六
三
-○
一
三
八
)


